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江
戸
時
代
の

正
確
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地
図
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ク
リ

【
新
湊
市
博
物
館
】

加越能三州郡分略絵図
吋~..叫栴4嶋崎時・酬

'‘・0喝情~ "，Jô ..;'州、拘叫酢

Eト

陣 . 帥一

量E車 ~:寝~ ，暢慣g晴脅需客

~，完主 滋s恥+信禽k 

畢E思主 =官~ ~場担 a胡 2
臨海&~~.U 砂崩世

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~・~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~・~~~~~~

「
今
ま
で
の
優
勝
の
中
で
ど
ひ
と
味
違
っ
た

喜
び
で
す
ね
」
と
語
る
の
は
、
か
な
が
わ

・
ゆ

め
国
体
夏
季
大
会
の
カ
ヌ

J
成
年
男
子
の
レ

l

シ
ン
グ
カ
ヤ
ツ
ク
シ
ン
グ
ル
二
百
メ
ー
ト
ル
で

優
勝
、
見
事
六
連
覇
を
達
成
し
た
黒
川
起
さ
ん

D

黒
川
さ
ん
は
、
現
在
二
十
五
才
。
カ
ヌ
!
と
の

出
会
い
は
水
橋
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
で
し
た
。

左
手
首
の
痛
み
を
乗
り
越
え
、

国
体
六
連
覇
!

「
ち
ょ
う
ど
カ
ヌ

l
部
が
で
き
た
年
で
、
珍
し

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
な
と
思
っ
て
何
気
な
く
始
め
た

ん
で
す
」

。
部
と
し
て
の
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、

高
校
三
年
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
四
人
乗

り
部
門
で
優
勝
。
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を

目
指
し
、
日
本
体
育
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

「入

っ
て
驚
い
た
の
は
、
想
像
し
て
い
た
ほ
ど

j酉吉、 己
(井;、 ↑
博昨 夕
物 林 ま|

謹恵ぇ
判 さ
員) ん

十
月
十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
湊
市
博
物

館
は
、江
戸
時
代
後
期
に
正
確
な
地
図
を
作
っ

た
学
者
、
石
黒
信
由

(
1
7
6
0
1
1
8
3
6
)

の
業
績
を
中
心
に
紹
介
す
る
博
物
館
で
す
。

射
水
郡
高
木
村
(
現
一
新
湊
市
高
木
)
の
村

役
人
の
家
に
生
ま
れ
た
信
由
は
、
若
い
頃
か

ら
和
算
や
測
量
術
を
学
び
ま
し
た
。
文
化
五

年
(
1
8
0
8
年
)
、
金
沢
城
の
火
災
で
領
内

の
地
図
が
焼
失
し
、
新
し
く
作
り
直
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
信
由
が
提
出
し

た
射
水
郡
の
地
図
は
、
当
時
と
し
て
は
驚
く

ほ
ど
正
確
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、
藩
は
信
由
に
、

領
内
全
域
の
地
図
を
作
成
す
る
よ
う
命
じ
た

の
で
す
。

昔の地図や潰u量器具などが展示されています

こ
う
し
て
、
文
政
八
年

(
1
8
2
5
年
)
に

く
ん
わ
け
リ
ゃ
く
え
ず

完
成
し
た
加
越
能
三
州
郡
分
略
絵
図
は
、
現

在
の
地
図
と
比
べ
て
も
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い

ほ
ど
正
確
な
も
の
で
、
当
時
の
世
界
最
高
水

準
と
い
え
る
傑
作
で
す
。
同
時
代
の
地
図
と

い
の
う
た
だ
た
か

し
て
は
、
伊
能
忠
敬
が
作

っ
た
日
本
全
図
が

有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
幕
府
が
海
防
の
た
め

に
作
ら
せ
た
も
の
で、

海
岸
線
だ
け
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
信
由
の
地
図
は
、

。

範
囲
こ
そ
現
在
の
富
山
県
と
石
川
県
に
限
ら

れ
る
も
の
の
、
内
陸
部
も
細
か
く
表
現
さ
れ
、

完
成
度
の
高
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

展
示
室
に
は
、
信
由
が
作
成
し
た
様
々
な

地
図
や
測
量
器
具
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

地
図
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
博
物
館
と
い
う
と
、

む
ず
か
し
い
所
と
い
う
感
じ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が、

別
に
身
構
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん。

自
分
の
住
ん
で
い
る
所
が
、
昔
の

地
図
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
眺
め
る
だ
け

で
も
結
構
楽
し
い
で
す
よ
。

博
物
館
は
、
国
道
八
号
線
と
四
七
二
号
線

が
交
わ
る
鏡
宮
交
差
点
近
く
に
あ
り
、
道
の

駅
「
力
モ
ン
パ
ー
ク
新
湊
」
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

越ノ潟駅

. 海王丸パーク

万葉錦至高岡

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
指
導
が
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
全
て
自
分

で
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
」

。
し
か
し
、
厳
し
い
自

己
管
理
の
結
果
、
大
学
三
年
の
時

に
は
、
国
体
初
優
勝
。
以
来
、
昨

年
ま
で
国
体
五
連
覇
を
果
た
す
な

ど
全
国
的
な
活
躍
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
思
い
が
け
な
い
大
き
な

壁
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
試
合
の
三
ヶ
月

前
と
二
ヶ
月
前
の

二
回
に
わ
た
り
、
原
因
不
明

の
左
手
首
の
痛
み
に
襲
わ
れ
た
の
で
す
。

「
力
が
入
ら
な
い
う
え
、
痛
み
で
夜
も
眠
れ
な

い
ほ
ど
で
し
た
」

。
レ
l
シ
ン
グ
カ
ヤ

ッ
ク
は
、

流
れ
の
な
い
水
上
で
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
競
技
。

本
人
も
周
囲
も
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
望
ん
だ

本
番
で
し
た
が
、
猛
烈
な
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ

で
先
頭
を

一
度
も
譲
る
こ
と
な
く
逃
げ
き
り
、

フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ

!
「
気
が
つ
く
と
、
痛
み
の
こ

黒
川

-・・・・・・・E倒・E・E・，1.ー・=・1，'.-、1・・・・・・・・・

忍
さ
ん

新漢市博物館とやま遊学感

国道8号線-主富山

-小杉駅から新湊行ハス、作道バス停下車徒歩5分

園開館時間/午前9:00-午後5:00

・入館料/一般300円
小・中学生、65歳以よ、障害のある方150円

・所在地/新湊市鏡宮 TEL0766-83-0800 

・休館日/火曜日、祝日の翌日

。博物館オリジナルのfジグソーパズル富山県地図Jを5名の

方にプレゼントします。ご希望の方は13ページをご覧ください。

至高岡

と
な
ど
忘
れ
て
夢
中
で
漕
い
で
い

ま
し
た
ね
」

。
そ
の
た
く
ま
し
い

精
神
力
に
は
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り

で
す
。

今
年
は
し
ば
ら
く
治
療
に
専
念

す
る
と
い
う
黒
川
さ
ん
で
す
が
、

照
準
は
あ
く
ま
で
も
二
年
後
に
迫

っ
た
二
C
C
C
年
と
や
ま
国
体
。

「
二

0
0
0

年
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
区
切
り
の
年
。

一
年

一
年
を
大
切
に
戦
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
き

っ
ぱ
り
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
休
出
場

で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
地
元
の
人
々

の
熱
い
応
援
と
か
口

「
カ
ヌ

l
競
技
は
、
ま
だ

ま
だ
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
国
体
に

よ

っ
て
地
域
に
カ
ヌ
ー
が
根
づ
け
ば
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
ね
」

。
二

0
0
0年
国
体
の
期
待

の
星
、
黒
川
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
勝
利
へ
の
こ

だ
わ
り
の
み
な
ら
ず
、
カ
ヌ
ー
へ
の
限
り
な
い

情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
忍さん黒川2 ひとアズとやま

寓山から広がる
環日本海の環境協力

写真・谷川昭夫
(富山県写真家協会会員)

詩 ・萩原充
(富山県現代詩人会会員)

3 

7 

特集

ピンナップとやま

富山プロダクトデザイン
コンペティション

表紙撮影・赤羽仁諭(富山県写糞家協会会員)
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主、

汚
染
に
敏
感
な
環
日
本
海
地
域

中国

日
本
海
や
黄
海
は
、
経
済
交
流
や
文

化
交
流
の
歴
史
的
な
舞
台
で
あ
る
と
と

も
に
、
沿
岸
諸
国
に
と
っ
て
は
豊
富
な

漁
業
資
源
を
は
じ
め
数
多
く
の
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
貴
重
な
共
有
財
産

で
す
。

し
か
し
、
こ
の
海
域
は
、
地
理
的
に

日
本

・
ロ
シ
ア
・
韓
国
・
中
固
な
ど
に

取
り
囲
ま
れ
、
内
海
の
よ
う
な
閉
鎖
性

の
高
い
海
域
で
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん

汚
染
さ
れ
る
と
、
な
か
な
か
元
に
一戻
ら

な
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
事
で
は
な
い
、

対
岸
の
環
境
汚
染

海
洋
汚
染
の
原
因
と
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
上

で
の
重
油
の
流
出
や
、
船
舶
か
ら
の
排

出
物
な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
陸
上

活
動
に
よ
る
汚
染
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
海
や
黄
海
の
沿
岸
諸
国
で
は
近

年
、
工
業
化
や
都
市
へ
の
急
速
な
人
口

集
中
な
ど
に
よ
っ
て
環
境
汚
染
が
深
刻

に
な
る

一
方
、
環
境
保
全
対
策
を
進
め

。

ら
広
が
る

UJ 
------
一一

一
一-
-~司圃

-冒~・・

1iJi 

環
日
本
海
交
流
の
申
核
拠
点
を
め
ざ
す
富
山
県
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
「
環
境
」
で
す
。

富
山
県
が
昨
年
設
立
し
た
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
が
、

今
年
九
月
に
政
府
所
管
の
公
益
法
人
と
し
て
許
可
さ
れ
、

財
団
法
人
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
は
じ
め
、

富
山
県
の
環
日
本
海
環
境
協
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
者
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
決
し
て
対
岸
諸

国
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陸

地
の
環
境
汚
染
は
、
河
川
水
の
流
入
を

通
し
て
海
洋
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
か
ら
で
す
。

環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

富
山
県
は
、
日
本
海
沿
岸
の
中
央
部

に
位
置
し
、
ソ
ウ
ル
(
韓
国
)
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
(
ロ
シ
ア
)
、
大
連
(
中
国
)
と
定
期

航
空
路
線
で
結
ば
れ
る
な
ど
、
地
理
的

に
強
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
公
害
に
悩
み
、
こ
れ
を
克
服
し

て
き
た
経
験
が
あ
り
、
環
境
保
全
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
者
を
有
し
て
い

ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
富
山
県
の
特

性
を
生
か
し
、
環
日
本
海
地
域
に
お
け

る
環
境
協
力
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
四
月
に
設

立
さ
れ
た
「
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン

タ
ー
」
は
、
こ
れ
ま
で
任
意
団
体
と
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
九
月

一
日
、
政
府
(
環
境
庁
)
所
管
の
公
益

法
人
と
し
て
許
可
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

目
的
は
、

「
現
在
そ
し
て
未
来
の
人
々

が
海
の
思
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
海

洋
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
」

。

そ
の
た
め
に
、
次
の
三
つ
を
活
動
の

柱
と
し
て
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

-証置D

調繊保全に関する吏涜

対話と交流を通した、
海洋環境保全の雰囲気づくり

の

究

究

時
凶
M

v
h
u
R

劃

埴

鶴

岡
る
罫

亨

必

聞

に

こ

策

全
部

鳩

山配

帽
申

立
男
鹿

環

環
劃

，嗣

3 環境保全に関する施策の支援

海洋環境データやノウハウの共有化
と、人的ネットワークづくり

t 
具
体
的
な
事
業
内
容

一
海
辺
の
埋
没

・
漂
着

物
を
回
収

・
分
別
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

人
工
物
に
よ
る
海
辺
の

汚
染
状
況
を
調
査
す
る

，も
の
で
す
。
今
年
は
、

日
本
、
ロ
シ
ア
の
十
六

自
治
体
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 海

辺
の

埋
没
・漂
着
物
調
査

。
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一
生
物
の
生
息
状
況
な
ど
を
通
じ
て
、

農
薬
や
化
学
薬
品
の
環
境
へ
の
影
響
を

調
査
す
る
手
法
の
研
究
を
支
援
し
て
い

ま
す
。 生

物
評
価
法
(
バ
イ
オ
ア
ツ
セ
イ
)

に
よ
る
水
質
調
査

一
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
国
遼
寧

省
の
遼
河
の
水
質
改
善
を
目
的
と
し
て
、

汚
染
の
特
性
や
原
因
物
質
に
つ
い
て
の

調
査
を
遼
寧
省
と
共
同
で
実
施
し
て
い

ま
す
。 水

質
環
境
に
関
す
る

共
同
調
査
研
究

N
O
W
P
A
P
(北
西
太
平
洋
地
域
海
行

動
計
画
)
の
会
議
で
す
。

N
O
W
P
A
P
は
、
国
連
環
境
計
画
(
m
u

N
E
7P

)
の
提
唱
の
も
と
、
世
界
的
な
閉

鎖
性
海
域
の
沿
岸
国
で
進
め
ら
れ
て
い

る
、
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
行
動
計

画
の
ひ
と
つ

。
日
本
海
と
黄
海
を
対
象

と
し
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア

の
四
カ
国
が
参
加
し
て
お
り
、
政
府
間

レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
油
汚
染
事
故
へ
の

対
応
な
ど
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
の
取

り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
で
は
、
昨
年
七
月
に

N
O
W
P

A
P
の
第

一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
た
の
に
続
き
、
今
年
九
月
に
は
、
第

三
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
年
末
に
ロ
シ
ア
で
開

催
)
に
向
け
た
専
門
家
会
合
が
行
わ
れ
ま

富山県の環日本海環境協力のあゆみ

口シア沿海地方へ環境調査団を派遣

韓国江原道へ環境調査団を派遣

北西太平洋の海洋環境モニタリング

に関するワークショップを開催

中国遼寧省へ環境調査団を派遣12月

.平成7年

8月

10月

.平成6年

一
対
岸
諸
国
の
自
治
体
か
ら
、
環
境
担

当
職
員
か
ら
な
る
実
務
協
議
団
を
受
け

入
れ
、
協
力
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
や
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
実
務
協
議
団
の

受
け
入
れ一

中
国
遼
寧
省
に
、
生
活
廃
水
処
理
等

の
環
境
関
連
企
業
関
係
者
な
ど
か
ら
な

る
調
査
団
を
派
遣
し
、
生
活
環
境
の
向

上
を
め
ざ
す
同
省
と
、
環
境
関
連
企
業

と
の
橋
渡
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
関
連
産
業
の

投
資
調
査
団
の
派
遣

し
た
。

富
山
は
、
ま
さ
に
環
日
本
海
地
域
に

お
け
る
環
境
協
力
の
拠
点
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

富
山
賓
の
発
展
に
つ
な
が
る

国
際
環
境
協
力

/
 

こ
れ
ら
の
国
際
環
境
協
力
は
、
単
な

る
対
岸
諸
国
へ
の
貢
献
で
終
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
口

「
環
境
」
と
い
う

得
意
分
野
で
国
際
協
力
す
る
こ
と
は
、

富
山
県
が
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
た

め
の
大
切
な
シ

l
ズ
(
種
)
と
い
え
ま
す
。

ロシア沿海地方から環境調査団を受

け入れ

韓国江原道から環境調査団を受け入れ

日本海沿岸海辺の埋没・漂着物調査

を実施 (圏内10県が参加)

こ
の
ほ
か
、
県
で
は
、
環
境
を
テ
ー

マ
に
し
た
国
際
会
議
を
積
極
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

昨
年
七
月
に
は
、
環
日
本
海
諸
国
の
自

治
体
の
代
表
者
が
環
境
問
題
を
テ

l
マ

と
し
て

一
堂
に
会
す
る
「
環
日
本
海
環

境
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る

連
携
協
力
や
、
今
後
の
油
汚
染
事
故
へ

の
対
応
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
各
自
治

体
が
環
日
本
海
地
域
の
環
境
保
全
に
積

極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

決
意
す
る
「
富
山
ア
ピ
ー
ル
」
が
採
択

さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
の
十
月
二
十
日

i
二
十
三

日
に
は
、
環
日
本
海
地
域
の
自
治
体
を

構
成
員
と
す
る
国
際
組
織
「
北
東
ア
ジ

ア
地
域
自
治
体
連
合
」
の
設
立
後
は
じ

め
て
の
総
会
と
し
て
「
北
東
ア
ジ
ア
地

域
自
治
体
会
議
鉛
」
が
開
催
さ
れ
、
参

加
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
率
直

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

環
境
協
力
は
主
要
な
テ
!
マ
の

一

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
は
、
政
府
間
レ
ベ
ル
の

国
際
会
議
も
富
山
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、

交
流
の
拠
点
に
は
、
ヒ
ト

・
モ
ノ
・
情

報
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

が
、
さ
ら
に
新
た
な
研
究
や
技
術
開
発

を
促
進
し
、
拠
点
性
を
高
め
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

県
で
は
引
き
続
き
、
(
財
)
環
日
本
海

環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
支
援

し
、
環
日
本
海
地
域
の
海
洋
環
境
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
富
山
県
が
環
日
本
海
地
域
の
環

境
協
力
の
中
核
拠
点
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
合
せ

(
財
)
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

包

0
7
6
4
(特
)
1
5
7
1

環日本海環境協力センターを任意団

体として設立

環日本海環境自治体サミットを開催

NOWPAP第1回フォーラムを開催

アジア環境国際フォーラムを開催

バイオアッセイ国際シンポジウムIn

とやまを開催

日本海沿岸海辺の埋没・漂着物調査

を実施 (屋内13道府県と韓国1自治体、ロシア2自
治体が参加)

ロシア沿海地方へ環境調査団を派遣

日口海洋環境専門家会合の開催を支援

中国遼寧省・韓国江原道へ環境調査

団を派遣

.平成8隼

7月

7月

8月

10~11 月

.平成9年

4月

10月

4ゆ平成10年

9~10月

10月

11月

。
あいさつする中沖知事

っ
と

今年9月に開催された

NOWPAP専門家会合

国際環境協力推進会議を開催

環日本海水環境シンポジウムを開催

ロシア沿海地方から渡り鳥謂査団を

受け入れ
りょうが

中国遼寧省の遼河を現地調査

ロシア沿海地方から環境実務協議団

を受け入れ

(財)環日本海環境協力センター設立

NOWPAP専門家会合を開催

日本海沿岸海辺の埋没・漂着物調査

を実施 (国内13道府県とロシア3自治体が参加)

北東アジア地域自治体会議'98を開催

中国遼寧省に環境関連産業の投資調

査団を派遣

3月

4月

6月

8月

9月

9~10月

10月

。
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県内企業による商品化を前提とした、ユニ

ークなデザインコンぺ「富山プロダクトデ

ザインコンペティション」が、今年も開催

される。

種苗=1
種種種

ンの新しし
一富山プロタクトデザインコンペティション-

富山から生まれ石

デザイ

な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、
応
募
者
の
多
く
を
占
め
る
イ

ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
(
企
業
づ
と
め
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
)
に
と

っ
て
は
、
日
常
の
仕

事
か
ら
解
放
さ
れ
た
場
で
創
造
性
を
発

揮
す
る
、
よ
い
機
会
と
な

っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
県
内
企
業

の
ニ

l
ズ
と
、

全
国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
英
知
を
結
び
つ

け
る
出
会

い
の
場
な
の
だ
。

コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た
作
品
は
、
同
セ

ン
タ
ー
が
商
品
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。

こ
れ
ま
で
に
、
(
株
)
竹
中
製
作
所

の
ガ
ー
デ
ン
チ

ェ
ア
や
、
(
株
)
ニ
ュ
ー

ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
テ

l
プ
カ

ッ
タ
ー
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

第 1由入選作品

目覚まし時計 rGOOGOOJ 

2，800円 (株)タ力タレムノス

昨年のデザイン優秀賞作品

I家庭用精米機J
※マルマス機械 (株)で商品化に

向け準備中

-
ヒ
ッ
ト
商
品
も
誕
生

デ
ザ
イ
ン
ク
ロ

ッ
ク
の
分
野
で
全
国

一
の
シ

ェ
ア
を
占
め
る
時
計
メ
ー
カ
ー
、

(
株
)
タ
カ
タ
レ
ム
ノ
ス
(
高
岡
市
)
は
、

平
成
六
年
の
第

一
一
凹
コ
ン

ペ
に
、
目
覚

ま
し
時
計
を
課
題
と
し
て
提
出
、
そ
の

入
選
作
品
を
も
と
に
平
成
八
年
七
月
、

目
覚
ま
し
時
計
「

G
O
O
G
0
0
」
を

商
品
化
し
た
。

こ
の
商
品
は
、

首
都
圏
の
デ
パ
ー
ト
、

雑
貨
屈
な
ど
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で

一

万
個
以
上
を
販
売
。
月
産
五
百
個
で
ヒ

ッ
ト
と
い
う
こ
の
業
界
に
あ

っ
て
、
か

な
り
の
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。
昨
年

末
に
は

「
G
O
O
G
0
0」
、ブ
ラ
ン
ド

の
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
掛
け
時

計
も
発
売
さ
れ
た
。

-
最
終
審
査
は
一
般
公
開

昨年の作品展示会場

今
年
の
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
の
課
題
は
、
次
の
三

つ
。

①
シ
ャ
ワ
ー
椅
子

課
題
提
供
:
・
北
陸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
(
株
)

②
ガ
|
デ
ニ
ン
グ
用
水
差
し
ポ
ッ
ト

課
題
提
供
・
:
(
株
)
斉
藤
製
作
所

③
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
を
演
出
す
る

フ
ェ
ン
ス

課
題
提
供
:
立
山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
(
株
)

こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら

二
百
件
余
り

の
応
募
が
あ
り
、
十
月
二
十

二
日
に
は

間
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
を

閣
支
援

デ
ザ
イ
ン
は
、
企
業
の
経
営
戦
略
に

お
い
て
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

し
か
し
中
小
企
業
に
と

っ
て
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
新
し
く
作
っ
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
昭
和
六
十
三
年、

高

岡

市

に

「
富

山
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し、

県
内
企
業

の
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
支
援
し

て
き
た
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
が
、

富
山
県
の
デ
ザ
イ
ン

振
興
を
目
的
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催
す

る

「デ
ザ
イ
ン
ウ
エ
ー
ブ
イ
ン
富
山
」

の

一
環
と
し
て
平
成
六
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
五
回
目
を
迎

え
る
。

園
県
内
企
業
と

阻
全
国
の
英
知
が
出
会
う

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
は
、

県
内
企
業

か
ら
新
製
品
の
開
発
テ

l
マ

を
課
題
と
し
て
提
出
し
て
も
ら
い
、
全

国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
応
募
を
呼
び
か
け

る
も
の
。
「
商
品
化
」
を
前
提
と
す
る
と

い
う
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
ペ

で
、
地
元
企
業
と

っ
て
は
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
を
創
出
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
商

品
ア
イ
デ
ア
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

一
次
審
査
が
行
わ
れ
た
。

と
や
ま
デ
ザ
イ
ン
大
賞

、
と
や
ま
デ

ザ
イ
ン
優
秀
賞
を
決
め
る
最
終
審
査
は
、

十

一
月
十

一
円
に
公
開
で
行
わ
れ
る
。

熱
の
こ
も

っ
た
審
査
風
景
を
実
際
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

ま
た
、

審
査
後
に
は
、
応
募
作
品
の
展

示
会
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
秋
、
あ
な
た
も
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
の
最
終
審
査
や
展
示

会
を
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

富
山
か
ら
生
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
新
し

い
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

間
合
せ

富
山
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
6
(
お
)
5
0
3
9

z
g一と
を
さ
〈
〈
・
耳
0
・百「
O
三
O
て

ω
ヨ
ω・)古
¥
互
の
¥

【
日
程
}

巌
終
審
査
(
公
開
)

什
月
什
日
(
水
)
午
後
4
時
1
6
時
初
分

ホ
テ
ル
ニ
ュ

I
オ
l
タ
ニ
高
間

作
品
展
示

什
月
什
自
(
水
)
1
市
日
(
水
)

午
前
9
時
釦
八
刀
i
午
後
5
時

高
岡
市
美
術
館
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

y
ン
ョ
ン

刊
丹
治
日
(
金
)
午
後
2
時

1
5時

高
岡
市
美
術
館
地
下
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
l
ル

入
場
無
料

タ
楽
・
夜
楽

刊
丹
市
日
(
呂
)
午
後
6
時
1
9
時

と
や
ま
自
遊
館
ホ
i
ル

講
師
/
デ
i
ブ
・
ス
ベ
ク
タ
ー
(
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)

参
加
費
一
般

3
、0
0
0円
学
生

2
、0
0
0円

。
(株)タ力タレムノス企画室長

麻生譲さん

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ぺ
に
は

、

様
々
な
分
野
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
応
募
し
て

者
』
本
主
9

口

中
に
は
、
時
計
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
日
常

の
仕
事
に
し
て
い
る
自
分
た
ち
に
は
思
い

も
つ
か
な
い
よ
う
な
自
由
な
発
想
の
応
募

作
品
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
作
品
を
見
て
い
る
と
、
何
だ
か
ワ

ク
ワ
ク
し
て
、
力
が
湧
い
て
来
る
の
を
感

じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
通
し
て
、
県
内
企

業
の
企
画
ス
タ
ッ
フ
の
創
造
力
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
こ
と
も
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
ね

D

Interview 

デ
ザ
イ
ン
の

創
造
拠
点
め
ざ
し
て

富
山
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
来
年
夏
、
「
と
や
ま
総
合
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
な
ど
が
整
備
を
進
め
て
い
る

高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
の
中
核
施
設
と
な
る

も
の
で
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

の
頭
脳
産
業
を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
(
産
業
)

デ
ザ
イ
ン
に
加
え
て
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
、
ク

ラ
フ
ト
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
デ
ザ
イ
ン
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
本
県
の
デ
ザ
イ
ン
の
創
造
拠
点
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
モ
デ
ル
や
C
A
D
等
の

工
房
設
備
も
完
備
し
、
県
内
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
支
援
機
能
も
強
化
。
新

た
に
、
商
品
の
市
場
調
査
を
行
い
、
県
内
企

業
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
か
ら
商
品
化
、
そ
し
て

販
売
ま
で
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

@ 



種種SS彊種
第

田
県
民

術
文

祭
出演者全員による合唱

橿
芸
術
文
化
の
秋
を
彩
る
「
第
二
回
県
民
芸

術
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
昨
年
に
開
催
さ
れ
た
第
什
回
国
民
文

化
祭
と
や
ま
%
の
成
果
を
生
か
し
、
昨
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
口

雌
九
月
二
十
三
日
に
は
、
高
岡
市
民
会
館
に

お
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
催
し
で
は
、
中
沖
知

事
が
、
「
県
民
芸
術
文
化
祭
を
通
し
て
、
本
県

の
芸
術
文
化
活
動
が
一
層
活
発
に
な
る
こ
と

を
念
願
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
、
県

内
女
声
合
唱
団
に
よ
る
合
同
演
奏
や
、
平
高

校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
五
箇
山
民
謡
、
砺
波

市
出
町
の
子
供
歌
舞
伎
、
高
岡
商
業
高
校
吹

奏
楽
部
と
県
出
身
プ
口
奏
者
と
の
競
演
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
台
風
七
号
が
襲

来
し
た
翌
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
は

約
千
三
百
人
の
観
客
が
訪
れ
、
い
き
い
き
と

し
た
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

蹟
第
二
田
県
民
芸
術
文
化
祭
は
、
こ
の
ほ
か
、

圃
健
二
昌
j
ス

…

2
0
0
0年
国
体
富
山
県
民
運
動

4

…
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
川

…

入

賞

作

品

決

定

引

量
現
在
、

2
0
0
0
年
国
体
を
県
民
総
参
加

で
成
功
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

「
2
0
0
0
年
国
体
富
山
県
民
運
動
」
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
運
動
へ

の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
七

月
一
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
「

2
0
0
0
年

国
体
富
山
県
民
運
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
た
び
、
そ

の
入
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

副
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
は
二
二
四
点

(小
学
生

以
下
の
部
一
三
四
点
、
中
学
生
の
部
一
五
四

…
点
、
高
校
生
以
上
の
部
二
六
点
)
、
啓
発
標
語

に
は
一

O
一
二
点
(
小
学
生
以
下
の
部
二
五

O
点
、
中
学
生
の
部
四
二
八
点
、
高
校
生
以

上
の
部
三
三
四
点
)
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
特
選
、
入
選
、
佳
作
の

各
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
選
受
賞
者
六

…
名
に
は
、
十
月
十
四
日
の

2
0
0
0
年
国
体

開
催
二
年
前
県
民
運
動
推
進
大
会
で
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

-
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
は
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
、
国
体
の
競
技
会
場
と
な
る
施
設
な
ど

で
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
中
の
一
点
は
今

年
度
中
に

P
R
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
印
刷
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
標
語
の

入
賞
作
品
は
、
各
種
印
刷
物
の
中
で
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
国
体
局
総
務
課

8
0
7
6
4
(糾
)
9
6
6
7

問
合
せ

元
気
ふ
く
ら
む

「
と
や
ま
健
康
。
ハ
l
ク」

10/2 

九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
高
岡
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
生
活
文
化
展
や
国
際
交

流
演
劇
公
演
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
↓

一
一
月
ま
で
県
内
一
円
で
多
彩
な
事
業
が
繰
U

広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
富
山
県
民
芸
術
文
化
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

企

0
7
6
4
(
判

)
9
6
1
6

田
富
山
空
港
近
く
に
来
年
夏
オ
ー
プ
ン
す
る

富
山
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
(
仮
称
)
の
愛
称
が

「
と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

掴
こ
の
施
設
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
健
康
情つ
く
り
を
提
案
す
る

〈健
康
づ
く
り
の

中
核
拠
点
〉
、
国
際
的
な

〈伝
統
医
学
の
メ

ッ

カ
〉
と
し
て
、
県
が
建
設
を
進
め
て
い
る
も
の

で
、
国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
、
生
命
科
学

館
、
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
の
三
施
設
と
、
広
大

な
屋
外
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

臨
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
愛
称

募
集
に
は
、
県
内
外
か
ら
二
千
二
百
五
十
六

件
の
応
募
が
あ
り
、
親
し
み
ゃ
す
さ
や
、
屋

外
施
設
を
含
め
た
施
設
全
体
を
表
現
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

mま
た
同
施
設
で
は
現
在
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
健

康
を
学
び
、
体
験
す
る
と
い
う
施
設
の
目
的

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
今
回
決
ま

っ
た
「
と

や
ま
健
康
パ
ー
ク
」
と
い
う
愛
称
の
口
ゴ
タ

特
選
作
品

〈
標
語
〉

小
学
生
以
下
の
部

つ
く
ろ
う
ね
す
て
き
な
国
体
物
語

甲
田
詩
織
さ
ん

(五
福
小
・

6
年
)

中
学
生
の
部

み
ん
な
が
主
役

新
し
い
国
体
の
風
を
つ
く
ろ
う

藤
木
絵
里
子
さ
ん

(杉
原
中
・

1
年
)

高
校
生
以
上
の
部

2
0
0
0
年

未

来

の

扉

中
山
〈
口
智
美
さ
ん
(
大
山
町
)

と
や
ま
か
ら

〈
啓
発
ポ
ス
タ
ー
〉

高校生以上の部

橋本美智子さん

(高岡工芸高・ 3年)

10/8 

イ
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

聞
締
め
切
り
は
十
一
月
三
十
日
、
最
優
秀
賞

に
は
賞
金
五
十
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
室

(
8
0
7

6
4
(糾
)
9
6
5
7
)
ま
で
。

醤
こ
れ
は
、
未
来
の
食
卓
へ
新
た
な
提
案
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
三
年
か
ら
聞
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
北
陸
で
は
初
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

未
来
の
食
卓
に

新
た
な
提
案

掴
第
八
回
全
国
食
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
食
祭

と
や
ま

mm
」
が
、
十
月
八
日
か
ら
十
二
日
ま

で
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
富
山
市
の
テ
ク
ノ

ホ
ー
ル
な
ど
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た

D

県庁公用車に低公害車導入

@ 

瞳
開
会
式
で
中
沖
知
事
は
、
「
こ
の
催
し
が
、

富
山
の
食
文
化
を
県
内
外
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
わ
が
国
の
食
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

副
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

直
径
二
・
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
千
人
前
の
ジ

ャ
ン
ボ
ま
す
寿
司
を
披
露
、
試
食
し
た
来
場

者
は
富
山
な
ら
で
は
の
昧
覚
に
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

翻
メ
イ
ン
会
場
は
、
「
学
ぶ
」
「
昧
わ
う
」
な
ど
五

つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
仕
切
ら
れ
、
縄
文
人
の
食

文
化
や
富
山
藩
主
の
正
月
祝
膳
な
ど
の
テ
ー

マ
展
示
の
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
伝
承
料
理
を

調
理
の
実
演
を
ま
じ
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

蹟
ま
た
、
食
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演

会
も
開
催
。
「
国
際
食
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
、
国
内
外
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
自
国
の

食
文
化
を
紹
介
し
な
が
ら
、
望
ま
し
い
食
生

活
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

-
期
間
中
、
メ
イ
ン
会
場
に
は
、
十
五
万
一

千
人
が
来
場
し
、
食
支
化
に
つ
い
て
の
関
心

を
深
め
ま
し
た
。

掴且 事E 司・・・~r- ザ， 司 4・・・--咽
富山藩主の正月祝膳に見入る中沖知事

園 このたび、県の公用車に、ガソリンエンジ

ンと電気モーターを組み合わせて走るハイフ

リッドカーが導入されました。

.これは、県が今年 1月に策定した「環境に

やさしい県庁行動計画 (県庁エコプラン)Jに

基づき導入されたものです。

. このハイブリ ッ ドカ-IプリウスJは、発

進時や加速時など、排気ガスが出やすい時に

電気エンジンを使用するため、従来車に比べ

ると燃費は 2倍以上、二酸化炭素排出量は半

分、有害排出ガスは規制値の 10分の 1となっ

ています。

このコ ナーでは、皆さんからの情報をお待ちしています。

身近にある、思わず心が温かくなるような情報をお寄せください。

掲載分には、お礼を差し上げます。
※できれば写真や簡単な地固などを添付してください。

干930-8501(住所記載不要)

県庁広報課 「富山ほっとスペースj係

福野町園芸植物園の玄関先で見かけた

主主立てです。

かわいいイラスト入りの案内表示です

が、植物園の次長さんの直筆だとか。

思わずこころのゆとりを感じてしまい

ます。

それにしても傘の忘れ物が多いですね。

夏から秋にかけて天候不順だったから

でしょうか。

本当に早く迎えに行ってあげてくださ

畠山ほコと
スペース

送付先

@ 



と健体
県の施設おでかけガイド

匂o

せ、りお知の画展等

美との対話'98

[在ること]への問いかけ

12/13(日)まで

;;-... 
l.t. 

9:30~ 17:00 

⑮ 月曜(11/23は開館)・祝日の翌日

一般 200円 高・大160円小・中100円

入館料開館時間・休館日名

近代美術館
ft0764(21)7111 
富山市西中野町1-16-12

5金自包

文化講演会

f立山のこころ

日本のこころj

講師:佐伯彰一氏
(東京大学名書教慢)

11/14 (土)

1 4 :30~ 16:00 

県民会館701号室

※入場無料

神像・仏像は語る一越申立山の山岳信仰-

11/3 (祝)まで

一般 100円

高 大80円
小・中 50円

-逼望館の映像上映

10:00 11 :00 13:00 

9 : 30~ 17:00 

⑮ 月曜 (11/23は開館)・祝日の翌日

一般650円 高・大 400円 小・中 250円
※展示館・蓬望館・まんだら遊苑の三施設セット

券の料金 (各施設ごとの入場券もあります。)

立山 博物館
ft0764(81)1216 
立山町芦餅寺93-1

15・0014:00 

健
康
診
断
で
、
体
重
が
重
く
太
り
ぎ
み
な
の

で
注
意
す
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

血
圧
や
血
液
横
査
は
全
く
問
題
が
な
い
の
で

す
が
・・・
・・
・。

太
っ
て
い
る
の
は
健
康
に
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

問
題
は
体
重
が
重
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
重
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、
柔
道
や
相
撲
の

選
手
な
ど
、
筋
肉
が
発
達
し
て
い
る
た
め
に

体
重
が
重
い
人
ま
で
不
健
康
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問
題
な
の
は
、
身
体
に
ム
ダ
な
脂
肪
が
つ
き
過
ぎ
た
場
合
で
す
。

こ
の
た
め
、
体
重
だ
け
で
な
く
、
体
格
指
数

(
B
M
l
)
や
、
体
脂
肪

率
も
併
せ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ム
ダ
な
脂
肪
が
増
え
る
と
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
働
き
が
悪
く
な
り
、

糖
尿
病
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
脂
肪
で
も
、
皮
下
脂
肪
よ
り
、

内
臓
に
つ
い
て
い
る
脂
肪
の
方
が
要
注
意
で
す
。
お
尻
と
太
も
も

が
太
め
の
人
よ
り
、
上
半
身
、
特
に
お
な
か
の
回
り
に
脂
肪
が
つ

い
て
い
る
人
の
方
が
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

ム
ダ
な
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
適
度
な
運
動
を
心
が
け
、

食
生
活
を
見
直
す
な
ど
、
健
康
的
な
生
活
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

来
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
す
る
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
(
仮
称
)
で
は
、一

人
ひ
と
り
の
体
力
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
気
軽
に
継
続
で
き
る

個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
水
中
歩
行
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
の
運
動
実
践
指
導
や
食
生
活
診
断
に
墓
づ
く
栄
養
指
導
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す。※

今
月
号
か
ら
、
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
に
か
わ
っ
て

「
健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

問

合

せ

国

際

健

康

プ

ラ

ザ

建

設

室

8
0
7
6
4
1科
1
9
6
5
7

立山博物館(三施設)&立山カルデラ砂防博物館

共通利用券もお得です

一般 960円(240円お得)

高・大 600円(360円お得)

づい中 360円(240円お得)

常設展示9 : 30~ 17 : 00 

⑮ 月曜(11/23は開館)・祝日の翌日

一般 400円 高・大 320円 小・申 200円

立山カルデラ
砂防博物館
ft0764(81) 1160 
富山地方鉄道立山駅前

日曜植物案内

11パ (日)紅葉のひみつ

12/6 (日)熱帯の花木

いずれも11:00~12:00 

TOYAMA植物フォーラム Iボランテイア活動と植物園J
1 1ハ5(日)13:00~ 16:00 ※参加無料

9 : 00~ 17:00 

⑮木曜・祝日の翌日

一般 600円 小-中 300円

中央植 物 園
ft0764(66)4187 
婦中町上 番 白 42

ねもといさむ貴おもちゃの世界震 11/8(日)まで

牛乳パック -毛糸・木の穏などを使った楽しいおもちゃを展示

Gutes Spielzeugよい玩具展覧会 11 / 15 (日 ) ~1/ 17 (日 )
ドイツの「子どもの遊びと玩具審議会jが厳選した約200点の玩具を展示

9 : 30~ 17 : 00 

⑮火曜(11/3は開館)・第四水曜 ・祝日の翌日

入館無料

こどもみらい館
ft0766(56)9000 
小杉町黒河(太閤山ランド内)

特別企画展「石のアクセサリーJ1 1ハ2(木)まで
原始 古代のヒスイ製霊話りなどの装身具を紹介します。

企画展 I高速道路の下に眠る遺跡J12/3 (木)~3/31 (水)
高速道路建設に伴う、発掘調査の成果を紹介します。

9 : 00~17 : 00 

⑮土曜・日曜・祝日

(特別企画展中は無休)

入館無料

埋蔵文化財センタ-
00764(34)2814 
富山市茶屋町206-3

@ 

今
月
号
か
ら
表
紙
や
裏
表
紙
今
月
号
を
も

っ
て
県
広
報

の
デ
ザ
イ
ン
移
蓄
費
し
た
ほ
か
、
と
や
ま
を
離
れ
る
こ
と
に
な

紙
質
も
蛍
光
灯
の
下
で
光
が
反

っ
た
。
平
成
九
年

一
月
号
か

射
し
に
く
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

ら
今
月
号
ま
で
、
取
材
に
伺

ま
た
、
読
者
か
ら
の
ご
意
見
を

っ
た
方
は
、
五
十
人
以
上
。

も
と
に
「
県
の
施
設

E
E
E
E
E
I
E
そ
の

一
人
ひ
と
り
の

の
お
で
か
け
ガ
イ
ド
」

F幽
里
一
白

顔
が
懐
か
し
く
思
い

を
始
め
た
ほ
か
、
先

園
田
阻
岡
田
園

出
さ
れ
る
。

月
号
か
ら
は
プ
レ
セ

甥

値

圏

諸

圃

ほ
ん
の
短
い
時
間
な

ン
卜
当
選
者
を
発
表

E
E
l
-
E
が
ら
も
そ
の
人
の
人

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
生
観
に
触
れ
た
体
験
は
自
分

さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
に
と

っ
て
大
き
な
宝
と
な

つ

が
ら
広
郭
誌
を
作
っ
て
い

き

た

た

。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
改

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
め
て
お
礼
を
い
い
た
い

。

く
お
願
い
し
ま
す
。

(
Y
)

(

|

)

1ページで紹介した{新湊市博物館Jのジグソーパズル富山県

地留と、ピンナップとやま (7、8ページ)の写真をそれぞれ5

名の方にプレゼントします。官製ハガキに下記のとおり記載

してお申し込みください。11月30日消印有効です。

同
]

同
出

問
凶

岡
山固

富
山
県
庁
広
報
課

国

県
広
報
と
や
ま
け
月
号

固

プ

レ
ゼ
ン
ト
係
あ
て

円
]

希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
各

氏

名

年

齢

銀

便

番

号

住

所

電
話
醤
号

本
誌
の
入
手
方
涼

本
誌
に
つ
い
て
の
感
想

8月号プレゼント当選者

国立山カルデラ砂紡博物館テレホンカード

松木一枝さん、萩中祐子さん、松)11美香さん、上原寿美代さん、坂本サトミさん

中島奈美子さん(以上富山市)、池図利宏さん(高縄市)、織田桂子さん(福光町)

*川1憂さん(小杉町)、老酒秀春さん(上市町)

量ピンナップとやま写真

竹内美矢子さん(富山市)、佐脇l順子さん(高岡市)、吉岡拳文さん(魚津市)

井口雅子さん(福光町)、谷道怜子さん(小杉町)

-V「
県
広
報
と
や
ま
」
は
原
則
と
し
て
毎
月
一
日
に
発
行
し
、
県
庁

正
面
窓
口
、
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
(県
民
会
館
一
階
)、
県
税
事
務
所
、

市
町
村
役
場
窓
口
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
定
期
購
読
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
購
読
期
間

(O
月
号

1
0
月
号
)
を
明
記
し
郵

送
料
と
し
て
一六

O
円
切
手
を
、
必
要
枚
数
(
一月
あ
た
り
一
枚
)
同
封

の
う
え
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

干
9
3
0
1
8
5
0
1
(住
所
記
載
不
要
)
富
山
県
庁
広
報
課

特別企画展 I前近代越中の陸上交通J
12/11 (金)まで

総帆展帆 11/3 (祝)
※ 11/4 (水) ~ 1 2/3 (木) は 、船体整備 ・点検のため乗船できません。

9:00~ 17 : 00 

⑮土曜 ・日曜・祝日

入館無料

9:30~ 16 : 00 

⑮ 月曜・祝日の翌日

一般 400円 小 ・中 200円

公文書館
00764(34)4050 
富山市茶屋町33♂

帆船海王丸
00766(82) 5181 
新妻市海王町u妊丸パーク内)

オルビスと巡る f舞台芸術・芸能発見ライブJ
Vol.7サクソフォ-ンっておもしろい!

12ハO(木) 1 9 :00~ 

前売券 3，000円 (当日 3.500円)※会員は無料です。

テレビCMでもおなじみの須川展也を招き、サクソフォーンの魅力に迫ります。

県民小劇場オルビス
岱 0764(45)4531
富山駅前マリエ7階

@ 
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庄
川
町
に
は
、
庄
川
挽
物
木
地
を
作
る
木
工
業

者
が
二
十
社
余
り
集
ま
り
、
茶
碗
や
浅
盆
な
ど
、

生
活
に
身
近
な
木
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。

長

e
v
u
'
U

挽
物
木
地
を
作
る
職
人
、
木
地
師
た
ち
は
、
何

か
ん
な

本
も
の
鈎
を
駆
使
し
、
自
由
自
在
に
材
料
を
削

り
上
げ
る
。
全
身
の
感
覚
を
鈎
の
刃
先
に
集
中

さ
せ
、
高
速
で
回
転
す
る
板
の
表
面
を
滑
ら
せ

る
と
、
「
、ギ
ギ
|
ツ
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、
細
か

い
木
く
ず
が
ぱ
っ
と
飛
び
散
る
。
材
料
の
栃
な

ど
の
香
が
辺
り
一
面
漂
う
な
か
、
均
整
が
と
れ
、

木
目
の
美
し
い
木
地
が
出
来
上
が
る
。

そ
れ
は
、
長
年
の
経
験
と
鍛
練
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
匠
の
技
の
結
晶
と
も
い
え
よ
う
。

江
戸
時
代
、
庄
川
は
飛
騨
地
方
か
ら
の
材
木
の

運
搬
に
利
用
さ
れ
、
圧
川
町
は
一
大
集
散
地
と

し
て
栄
え
て
い
た
。
そ
こ
に
目
を
付
け
た
木
地
師
、

え

ち

ご

や

せ

い

じ

越
後
屋
清
次
が
一
八
六
六
年

(慶
応
二
年
)
、
魚

津
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
ろ
く
ろ
木
地
を

営
ん
だ
。
そ
れ
が
庄
川
挽
物
木
地
の
始
ま
り
で

あ
る
。
戦
後
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
台
頭
な
ど

で
打
撃
を
受
け
た
も
の
の
、
大
量
生
産
品
に
は

な
い
手
作
業
の
魅
力
が
見
直
さ
れ
、
昭
和
五
十

三
年
に
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸
材
料
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
木
地
師
た
ち
は
、
か
ら
か
さ
鈎
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
た
道
具
を
生
み
出
し
、
独
特
の
製

法
を
確
立
し
た
。
そ
の
精
神
は
現
代
に
も
受
け

継
が
れ
、
新
た
な
製
品
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
作

業
場
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
木
地
を
挽
く
音
は
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
決
し
て
伝
統
に
甘
ん
じ
な
い

木
地
師
た
ち
の
心
意
気
を
物
語
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
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